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千円

令和６年度 （単位：千円）
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※令和５年度実績額＝健診センター、訪問看護収益計156,854千円除く

  (令和６年６月３０日現在）              　　　　　　令 和 ６ 年 度　 診 療 収 益 の 状 況

比
較

当 初

382,668

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和６年度実績

令和６年度当初計画

令和６年度当初計画平均

令和５年度実績

令和５年度実績平均

令和６年度実績

令和５年度実績平均
(平均値：400,643千円)

令和６年度当初計画平均
(平均値：455,720千円) 

令和６年度当初計画

令和５年度実績
※健診センター、訪問看護収益除く
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１．患者数及び診療収益の状況
※（入院：91日・外来：62日）

計  画 実　績 比　較 計  画 実　績 比　較 計  画 実　績 比　較 計  画 実　績 比　較 計  画 実　績 比　較 計  画 比　較

内科 1,392 1,844 452 3,524 3,019 △505 4,916 4,863 △53 65,946 75,689 9,743 50,894 39,944 △10,950 116,840 △1,207 内科

人工透析内科 87 0 △87 1,997 1,328 △669 2,084 1,328 △756 4,383 3,663 △720 62,304 39,792 △22,512 66,687 △23,232 人工透析内科

呼吸器内科 0 0 0 235 224 △11 235 224 △11 0 0 0 4,041 3,714 △327 4,041 △327 呼吸器内科

消化器内科 609 315 △294 998 830 △168 1,607 1,145 △462 32,868 19,619 △13,249 14,577 11,742 △2,835 47,445 △16,084 消化器内科

循環器内科 2,956 3,124 168 1,762 2,151 389 4,718 5,275 557 158,169 153,694 △4,475 26,605 33,520 6,915 184,774 2,440 循環器内科

小児科 1,044 789 △255 3,523 3,402 △121 4,567 4,191 △376 56,868 42,548 △14,320 51,417 38,837 △12,580 108,285 △26,900 小児科

外科 1,392 687 △705 1,468 1,028 △440 2,860 1,715 △1,145 92,658 47,340 △45,318 42,885 27,623 △15,262 135,543 △60,580 外科

整形外科 3,565 3,653 88 3,523 3,487 △36 7,088 7,140 52 158,291 155,040 △3,251 24,667 23,709 △958 182,958 △4,209 整形外科

産婦人科 1,305 1,012 △293 2,820 2,713 △107 4,125 3,725 △400 117,780 83,798 △33,982 18,322 22,310 3,988 136,102 △29,994 産婦人科

皮膚科 0 0 0 1,175 1,186 11 1,175 1,186 11 48 50 2 4,111 3,890 △221 4,159 △219 皮膚科

耳鼻咽喉科 348 327 △21 2,115 2,359 244 2,463 2,686 223 22,817 26,751 3,934 18,395 20,019 1,624 41,212 5,558 耳鼻咽喉科

眼科 174 101 △73 2,349 2,211 △138 2,523 2,312 △211 19,478 10,106 △9,372 26,077 22,795 △3,282 45,555 △12,654 眼科

泌尿器科 1,044 1,055 11 2,290 2,210 △80 3,334 3,265 △69 59,476 57,329 △2,147 44,735 35,948 △8,787 104,211 △10,934 泌尿器科

ペイン麻酔科 174 283 109 529 622 93 703 905 202 7,896 14,394 6,498 2,960 4,187 1,227 10,856 7,725 ペイン麻酔科

脳神経外科 0 0 0 58 6 △52 58 6 △52 0 0 0 108 68 △40 108 △40 脳神経外科

小計 14,090 13,190 △900 28,366 26,776 △1,590 42,456 39,966 △2,490 796,678 690,021 △106,657 392,098 328,098 △64,000 1,188,776 △170,657 小計

精神科 2,869 2,847 △22 4,992 4,921 △71 7,861 7,768 △93 79,484 78,769 △715 40,742 42,393 1,651 120,226 936 精神科

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  －

16,959 16,037 △922 33,358 31,697 △1,661 50,317 47,734 △2,583 876,162 768,790 △107,372 432,840 370,491 △62,349 1,309,002 △169,721

186 176 △10 538 511 △27 724 687 △37 51,664 47,939 △3,725 12,976 11,689 △1,287 26,015 △2,148

２．医業費用の状況 ３．収支の状況 ４．病床利用率

　　一　　般一　　般

　　地域包括ケア地域包括ケア

病理診断科  － 病理診断科

放射線科  － 放射線科

科　　名

115,633

81,385

令　　和　　６  　年　  度  　病  　院  　事  　業  　経  　営  　状  　況  　調
（　４～６　月）

実　績

74,963

入　　　　院 外　　　来 計 入　　　　院 外　　　来 計科　　　名

患　　　　者　　　　数　　　　（人） 診　　　療　　　収　　　益　　　（千円）

診
　
　
療
　
　
部
　
　
門

46,770

32,901

93,277

178,749

106,108

3,940

43,455

3,714

一日平均患者数（人） 23,867 1人１日平均単価（円）

31,361

187,214

計 1,139,281 計

初期研修医  － 初期研修医

（単位　　千円）（単位　　千円）

121,162

18,581

68

1,018,119

診
　
　
療
　
　
部
　
　
門

当年度実績比　較 区　　　　分 計 画 実　績 比　較 区　　分科　　　　目 計 画 実　績

６０.５％材料費 236,826 232,750 △4,076

1,139,281 △169,721 ６４.７％給与費 965,741 938,378 △27,363 診療収益 1,309,002

△171,624 ８４.１％

一般+地域包括ケア

385,778 376,213 △9,565 医業収益計 1,709,914 1,538,290経費

その他医業収益 400,912 399,009 △1,903

７２.８％△4,043 医業費用計 1,606,136 1,561,089 △45,047 精　　神その他 17,791 13,748

計 1,606,136 1,561,089 △45,047 医業収支差し引き 103,778 △22,799 △126,577 合　　計 ６６.０％
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入院診療日数

176.2 47,939 16,037 768,791 87.7%

99.1%

合 計 165.8 47,563 15,085 717,489 186.4 51,664 16,959 876,162

2,869 79,484 31.3 27,667 2,847 78,769
麻 酔 科 2.2 43,623 196 8,550 283 14,394 182.3%

精 神 科 27.7 26,739 2,517 67,302 31.5 27,704

1.9 45,379 174 7,896 3.1 50,862

1.1 100,059 101 10,106
11.6 54,340 1,055 57,329 96.4%泌 尿 器 科 8.6 54,804 787 43,131 11.5 56,969 1,044 59,476

耳 鼻 咽 喉 科 3.4 64,658 305 19,721 327 26,751 117.2%

眼 科 2.1 103,230 188 19,407 1.9 111,943

3.8 65,566 348 22,817 3.6 81,807

51.9%174 19,478

11.1 82,804 1,012 83,798
0.0 0 0 50 104.2%皮 膚 科 0.0 0 0 35 0.0 0 0 48

脳 神 経 外 科 0.0 0 0 0 0 0 ―

産 婦 人 科 12.5 78,121 1,142 89,214 14.3 90,253

0.0 0 0 0 0.0 0

71.1%1,305 117,780

7.5 68,908 687 47,340
40.1 42,442 3,653 155,040 97.9%整 形 外 科 38.5 40,031 3,508 140,428 39.2 44,401 3,565 158,291

小 児 科 11.7 54,135 1,063 57,545 789 42,548 74.8%

外 科 10.6 59,916 963 57,699 15.3 66,565

11.5 54,471 1,044 56,868 8.7 53,926

51.1%1,392 92,658

3.5 62,283

97.2%

人 工 透 析 内 科 0.0 0 0 794 1.0 50,379 87 4,383

2,956 158,169 34.3 49,198 3,124 153,694
0.0 0 0 3,664 83.6%

循 環 器 内 科 20.0 54,093 1,819 98,395 32.5 53,508

6.7 53,970

0.0 ―

消 化 器 内 科 6.3 52,662 576 30,333
呼 吸 器 内 科 0.0 0 0 0 0.0 0 0 0

315 19,619 59.7%609 32,868

1,844 75,689 114.8%15.3 47,375 1,392 65,946 20.3 41,046内 科 （ 一 般 ） 22.2 42,026 2,021 84,935

延患者数
入院収益
（千円）

1日当
患者数

診療単価

入院実績と計画（１日当たり患者数・診療単価・延患者数・入院収益）
91 91 91

令和5年度 ４月〜６月実績 令和6年度 ４月〜６月計画 令和6年度 ４月〜６月実績
1日当
患者数

診療単価
1日当
患者数

診療単価 延患者数
入院収益
（千円）

計画比延患者数
入院収益
（千円）
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外来診療日数

計画比
外来収益
（千円）

延患者数
外来収益
（千円）

延患者数
外来収益
（千円）

延患者数

121.8%

94.6%

13,231 3,019 39,944

68

1,328 39,792

4,041

8,223 2,713 22,310
3,280 1,186 3,890

0.1 11,333

108.8%

87.4%

80.4%

141.4%

104.1%

85.6%

令和6年度 ４月〜６月実績

78.5%

91.9%

80.6%

126.0%

63.9%

75.5%

64.4%

96.1%

63.0%

8,615 4,921 42,393
511.2 11,689 31,697 370,491

35.6

外来実績と計画（１日当たり患者数・診療単価・延患者数・外来収益）

38.0 8,486 2,359 20,019
35.7 10,310 2,211 22,795

3.6 16,580 224 3,714
13.4 14,147 830 11,742
34.7 15,583 2,151 33,520

1日当
患者数

診療単価

48.7

6

54.9 11,416 3,402 38,837
16.6 26,871 1,028 27,623
56.2 6,799 3,487 23,709

62

22,889

56.7 5,941 3,518 20,900

13,029
27.3 13,527 1,692

56.9

23.7

14,595 3,523 51,417
29,213 1,468 42,885

62,304

15,099 1,762 26,605
21.4 29,964

0.2 7,445 10 74

536.6 13,056 33,268 434,336

62
令和5年度 ４月〜６月実績

1日当
患者数

診療単価

58.5 19,818 3,629 71,918
3.2 17,001 200 3,400
14.1 14,924 873

79.4精 神 科 80.6

8.510.5 5,410 652 3,527

合 計 538.4 12,976

5,596 529 2,960 10.0

33,358 432,840

8,161 4,992 40,74283.4 8,701 5,170 44,983

6,732 622 4,187麻 酔 科
37.0 19,535 2,290 44,735泌 尿 器 科 35.8 18,835 2,220 41,813 16,266 2,210 35,948

43.846.9 8,488 2,907 24,673
19.1

2,349 26,077眼 科 37.9 11,101

8,698 2,115 18,395耳 鼻 咽 喉 科 35.1 8,531 2,177 18,571
39.5 12,134 2,452 29,753

整 形 外 科

34.1

19.0皮 膚 科
45.5 6,497 2,820 18,322

脳 神 経 外 科 0.9 1,862 58 108

7,002 3,523 24,667

産 婦 人 科
3,499 1,175 4,11118.2 3,128 1,127 3,526

外 科
56.9小 児 科 60.0 13,259 3,717 49,284

20.2 28,077 1,254 35,208

循 環 器 内 科 28.4

16.1 14,606 998 14,577消 化 器 内 科

人 工 透 析 内 科 32.2 31,19926.9 30,412 1,670 50,788 1,997

62

診療単価

令和6年度 ４月〜６月計画
1日当
患者数

呼 吸 器 内 科
56.9 14,442 3,524 50,894

17,195 2353.8

内 科
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経営再建計画　指標管理表

１．医療機能等指標に係る数値目標

基準値 実績値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

1,600人

1,379人 1,139件 1,601件

2,000件

1,664件 1,827件 1,670件

500件

464件 488件 430件

4,200件

3,897件 3,510件 3,125件

700件

633件 682件 550件

基準値 実績値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

25.0%

19.9% 14.1% 17.8%

25.0%

13.2% 19.0‰ 27.3‰

※紹介率・逆紹介率は、診療報酬上の初診料及び外来診療料における紹介・逆紹介割合に基づく減算規定をもとに算出したもの

①紹介率

②逆紹介率

15.3% 20.2%

19.2% 31.7%

目標値（上段）・実績値（下段）
（１）医療機能・医療品質に係るもの

1,137人824人

1,722件 1,523件

目標値（上段）・実績値（下段）
（２）その他

①救急搬送患者数

②手術件数

③分娩件数

④訪問看護件数 4,002件 3,854件

632件

501件 452件

763件
⑤化学療法件数
　（化学療法無菌調剤件数）

※

※
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２．経営指標に係る数値目標

基準値 実績値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

98.5% 100.6% 102.3%

103.2% 106.2% 98.1%

92.5% 95.1% 96.8%

94.6% 95.5% 84.6%

基準値 実績値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

56.8% 55.0% 53.7%

57.0% 56.3% 64.5%

16.2% 16.9% 16.9%

14.4% 14.2% 15.3%

13.2% 12.8% 12.6%

12.9% 12.2% 13.1%

基準値 実績値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

200人 210人 210人

180人 175人 181人

556人 595人 600人

546人 571人 547人

5,500人

4,216人 4,229人 4,424人

50.0%

39.0% 38.5% 57.8%

（１）収支改善に関するもの

（２）経費削減に係るもの

（３）収入確保に係るもの

②医業収支比率

①経常収支比率

③医業収益に対する委託料の割合

②医業収益に対する材料費の割合

①医業収益に対する給与費の割合

④入院期間Ⅱでの退院・転棟者割合
　（ＤＰＣ病床）

③新規入院患者数

②１日当たり外来患者数

①１日当たり入院患者数 173人 181人

83.5% 89.1%

77.6% 83.2%

66.1% 62.9%

目標値（上段）・実績値（下段）

目標値（上段）・実績値（下段）

目標値（上段）・実績値（下段）

560人 504人

4,258人 4,064人

44.2% 37.7%

18.6% 16.4%

16.4% 15.2%
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基準値 実績値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

33人 39人 42人

33人 41人 43人

1,056,094千円 927,633千円 739,405千円

459,295千円 361,728千円 694,750千円

2,275,563千円 2,275,563千円 2,150,500千円

2,275,563千円 2,275,563千円 2,150,500千円

4,624,423千円 4,272,483千円 3,934,840千円

4,514,023千円 5,135,987千円 5,017,661千円

12,444,939千円 12,437,947千円 12,289,802千円

11,732,785千円 314,754千円 474,626千円

－
(資金不足なし)

－
(資金不足なし)

－
(資金不足なし)

－
(資金不足なし)

－
(資金不足なし)

－
(資金不足なし)

※1)医師数は、各年度3月1日時点の在籍人数

※2)令和4年度に、議会の議決により資本金10.866.654千円を減少し累積欠損金を補填（減資）した

（４）経営の安定性に係るもの

⑥資金不足比率

⑤累積欠損金

④企業債残高

③他会計長期借入金残高
　（一般会計からの長期借入金）

②不良債務額

①医師数

11,191,449千円 11,908,344千円

0.6%
－

(資金不足なし)

34人 32人

1,038,322千円 886,951千円

2,275,563千円 2,275,563千円

目標値（上段）・実績値（下段）

5,001,619千円 4,988,159千円

※ １

※ 2
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市立病院の経営再建に向けたロードマップ～主要な取組項目～　【進捗管理表】

【〇印は、追加・変更した項目】

Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

(1) 市立病院が担うべき医療の重点化

◆目標患者数（１日平均）

・入院患者数（人） 173.1 179.9 174.9 189

R5.4～R6.3月   一般150.5人　精神30.4人　計180.9人
　    （計画　 一般157.0人　精神32.0人　計189.0人）
※計画値を下回っているが、昨年度の実績(174.9人）を上回っている。
※新型コロナウイルス感染症の蔓延時に備え、陽性患者用の病床を確保（13床）
※引き続き、救急患者の受入れ等を進め、患者数の増加を図る。

Ｃ Ｃ Ｂ

・外来患者数（人） 560.3 545.9 570.5 565

R5.4～R6.3月   一般464.5人　精神83.0人　計547.5人
  　  （計画   一般480.0人　精神85.0人　計565.0人）
※計画値、昨年度実績とほぼ同様である。
※紹介患者の受入れを進め、目標数の達成を目指す。

Ｂ Ｂ Ｂ

◆目標診療単価（患者１人当たり）

・入院単価（円） 43,047 47,008 48,852 49,844

R5.4～R6.3月 　 一般52,862円　精神27,180円　計48,540円
      （計画　  一般54,501円　精神27,000円　計49,844円)
※計画値、昨年度実績とほぼ同様である。
※ＤＰＣ運用の最適化等に取り組み、単価向上を図る。

Ｂ Ｂ Ｂ

・外来単価（円） 12,487 12,425 13,413 13,573

R5.4～R6.3月 　 一般13,932円　精神 8,801円　計13,154円
   　 （計画　　一般14,418円　精神 8,800円　計13,573円)
※計画値、昨年度実績とほぼ同様である。
※健診の充実、ＤＰＣ運用の最適化等に取り組み、単価向上を図る。

Ｃ Ｂ Ｂ

主要な取組項目

〇自己評価について

「Ａ」・・・予定以上に進捗している（目標以上の成果が上がっている）。

「Ｂ」・・・概ね予定通り進捗している（目標どおりの成果が上がっている）。

「Ｃ」・・・予定より進捗がやや遅れている（目標をやや下回っている）。

「Ｄ」・・・予定より進捗が遅れている（目標を下回っている）。
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Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

主要な取組項目

①医療機能の方向性

・≪入院≫札幌医療圏の病院と連携し、回復期の患者を受入れ - 実施 ⇒ ⇒ ・札幌医療圏の他病院から回復期の患者受入を継続 Ｂ Ｂ Ｂ
・≪外来≫「開放型病床」の導入
　（地域全体の医療の質の向上）

- 準備 ⇒ ⇒
・「開放型病床」導入に向けた関係機関(医師会)との調整を実施済み
　※内科診療体制が整い次第、受け入れを開始する予定 Ｂ Ｂ Ｂ

・≪外来≫医療資源を地域で共有・活用する取組
　（地域医療連携の強化）

- 連携強化 ⇒ ⇒

・「重点医療機関」として、地域の関係機関と連携し、コロナ感染症に対応
・高度医療機器（ＣＴやＭＲＩ等）を地域の医療機関に紹介、利用を推進
・「江別市医療介護連携推進協議会」へ関係機関として参画
・「初診時選定療養費」の適正化（令和６年５月～全診療科1,500円）。
・医療機関訪問を積極的に実施（認知症疾患医療センター、外科、耳鼻咽喉科）
・「地域医療連携を考える会」を開催（江別医師会との共催）（令和４年度～）
・「江別・南空知先端医療推進協議会」の活動継続（令和５年２月設置）
・「江別・南空知地域連携ネットワークシステム」の構築（令和６年３月）

Ｂ Ｂ Ｂ

・≪在宅医療≫訪問看護ステーションの体制強化 - 体制強化 ⇒ ⇒
・訪問看護ステーションと精神科訪問看護を統合（令和４年４月～）
　※６名体制から８名体制へ体制強化 Ｂ Ｂ Ｂ

②５疾病の方向性

・≪がん≫「北海道がん診療連携指定病院」の指定 - 検討 ⇒ ⇒

・「緩和ケア認定看護師」の養成（令和４年12月に資格取得）
・「緩和ケアチーム」設置に向けた準備
・「院内がん登録」の実施に向けた体制整備を検討
◆令和７年４月の指定に向けて準備を進める。

Ｂ Ｂ Ｂ

③５事業の方向性

・≪救急医療≫輪番制構築に向けた関係機関との連携強化 - 連携強化 ⇒ ⇒ ・令和５年４月から市内３病院による内科系二次救急輪番制の運用開始 Ｂ Ｂ Ｂ

④診療科の方向性

・精神科の機能分化・連携強化
　（関係機関との連携、大学医局との調整）

59床 病床縮小 ⇒ ⇒

・稼働病床を縮小を継続（59床→R2:37床→R4:43床）
・精神デイケア部門について、施設利用の最適化のための改修を実施（令和２年度）
・認知症疾患医療センター（連携型）の指定（令和４年４月～）
・「もの忘れ外来」の拡大（R3年度:66人→R4年度:124人→R5年度:112人）
　※令和３年度まで：隔週実施→令和４年度～：毎週実施
・令和５年度に健診センターの拡張工事を実施

Ａ Ａ Ａ

・皮膚科の縮小又は廃止
 （市内医療機関との連携、大学医局と調整）

週3日
診療

縮小 ⇒ ⇒
・皮膚科の外来診療日数を縮小（週３日→週２日）し、人件費を縮減
　【削減効果額：5,000千円／年】 Ｂ Ｂ Ｂ
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Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

主要な取組項目

⑤病床規模の方向性

・一般病床の適正化
　（稼働病床の縮小）

237床 224床 ⇒ ⇒ ・稼働病床の縮小を継続（237床→224床） Ｂ Ｂ Ｂ

・病床運営の弾力化
　（Ｒ元年度：出産件数増に対応し、西３病棟を拡張）

38⇒47床 実施 ⇒ ⇒
・西３病棟の拡張を継続して実施（R6.3現在:48床）
・休止病棟を感染症対応に有効活用 Ｂ Ｂ Ｂ

・精神病床の適正化
　（稼働病床の縮小）

59床 37床 ⇒ 43床
・稼働病床を縮小（59床→R2:37床→R4:43床）
・病床の効率的な運用（令和５年度：病床利用率70.8％）
　※多床室の個室的利用等など、病床運用の効率化を継続して進める。

Ｂ Ｂ Ｂ

(2) 診療体制の確立

①診療体制の明確化

・職員定数の適正化（医療技術職及び看護職） 291人 282人 272人 278人

・職員定数の削減目標（279人⇒278人）（△1人）
　【人件費削減効果額：△8,202千円】
・令和６年３月末現在：269人（△9人）（年度途中退職者の不補充等）
　【人件費削減効果見込額：△73,818千円】
・今後の配置計画を継続的に検討

Ｂ Ｂ Ｂ

・臨床研修医の採用 ２人 １人 ４人 ４人
・令和５年度：２人採用（令和４年度臨床研修医マッチングによる採用）
◆令和６年度：２人採用（令和５年度臨床研修医マッチングによる採用） Ｂ Ｂ Ｂ

・総合内科医の招聘 ４人 ４人 ５人 ５人

・医師招聘に向けた取り組みの実施
　（医育大学、民間医療機関、人材紹介会社等への働きかけ）
・令和６年３月現在：４人体制
※目標値はＲ５当初予算での見込み数

Ｂ Ｂ Ｃ

・消化器内科医の招聘 １人 １人 １人 １人

・医師招聘に向けた取り組みの実施
　（医育大学、民間医療機関、人材紹介会社等への働きかけ）
・令和６年３月現在：１人体制
・札幌医科大学消化器内科学講座から出張医の派遣を受入れ（令和４年10月～）
※目標値はＲ５当初予算での見込み数

Ｃ Ｂ Ｂ

・循環器内科医の招聘 １人 １人 １人 ２人

・医師招聘に向けた取り組みの実施
　（医育大学、民間医療機関、人材紹介会社等への働きかけ）
・令和６年３月現在：３人体制（事業管理者を含む。）
※目標値はＲ５当初予算での見込み数

Ｂ Ｂ Ｂ

②市立病院が担うべき医療の重点化を踏まえた内科診療体制の構築
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Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

主要な取組項目

③医師招聘に向けた体制の強化

・医師招聘を担う専任部門の設置 - 継続設置 ⇒ 見直し
・顧問を設置（令和２年７月～）
・経営推進監を事務局へ統合（令和５年７月）

継続配置 ⇒ 見直し

・専門医招聘に向けた複数の大学医局への派遣要請の実施 実施 ⇒ ⇒ ⇒

・大学医局を複数回訪問し、派遣要請を継続的に実施
　⇒夜間・休日における日当直の出張応援回数の増加
　　（救急受入れの増加及び常勤医師の負担軽減に貢献）
・耳鼻咽喉科（１人→２人）、精神科（３人→４人）の体制充実
◆人工透析内科医（０人→１人）※令和６年４月～

継続実施 ⇒ ⇒

・民間医療機関への派遣要請や人材紹介会社の活用 - 実施 ⇒ ⇒
・民間医療機関への派遣要請や人材紹介会社の活用等の継続
・放射線科常勤医師の採用（令和５年１１月～）
・総合内科非常勤医師の採用（継続）

継続実施 ⇒ ⇒

・研修医の育成支援や先進的な共同研究の実施 - 協議 ⇒ ⇒

・未来医療創造基金の設置（令和４年４月）
・産業創出講座（北海道大学）の設置（令和５年４月）
・特設講座（札幌医科大学）の設置（令和５年４月）
・産業創出講座及び特設講座の開設記念講演会を開催

協議 ⇒ 設置

④「医師の働き方改革」への対応

・医師事務作業補助者の体制充実 10人 12人 ⇒ ⇒
・16人体制（令和６年３月現在）（25対1医師事務作業補助体制加算）
・医師事務作業補助者の対応業務拡大（外来部門での活用等）
・人材育成を行いつつ、今後の配置計画を継続的に検討

Ｂ Ｂ Ｂ

⑤看護体制の抜本的見直し

・２交代制の全面実施 一部 継続実施 ⇒ ⇒
・令和２年10月から２交代制を全面実施（段階的移行）
  ※全６病棟で全面実施済み。
・各種業務改善や多職種連携によるタスク・シフティングを実施

Ｂ Ｂ Ｂ

・夜勤体制の最適化
　（２人夜勤の実施など）

- 継続実施 ⇒ ⇒

・夜間看護管理当直の導入（緊急対応時の応援等）
・夜勤専従看護補助者の導入（夜間看護体制の体制強化）
・地域包括ケア病棟において看護職員２人夜勤体制を試行
・令和４年10月に「救急内視鏡室」を設置（夜間入院患者の円滑な受入れ等）

Ｂ Ｂ Ｂ

・意欲・能力の高い人材の確保・育成
　（看護協会・看護学校との連携）

- 連携強化 ⇒ ⇒

・看護職員（新卒者）の確保に向けた採用試験を実施
・看護実習を継続的に受入れ
・「認定看護管理者教育課程（サードレベル）」への派遣（R3:1人、R4:1人）
・認定看護師の計画的な育成（R5:認知症看護1人、摂食嚥下障害看護1人）

Ｂ Ｂ Ｂ
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Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

主要な取組項目

(3) 経営体制の構築

①ガバナンス強化

・地方公営企業法全部適用への移行 移行準備 移行 ⇒
・令和４年４月１日に全部適用へ移行し、事業管理者を設置
・令和４年４月に「病院経営会議」を設置、管理者のもとガバナンスを強化
・「Genki Up Project」など新たな取り組みを実施

Ａ Ａ Ａ

〇事業管理者・院長を中心とするガバナンス強化
 （明確な目標設定と進捗管理）

- 進捗管理 ⇒ ⇒

・診療実績の分析による各診療科等への働きかけの継続
　⇒次年度の目標設定に向けた各診療科・部門ヒアリングを実施
　　毎月の診療科別の診療収益の状況を各科主任部長と情報共有、協議を実施
・部門別収支計算（原価計算）の導入
・診療収益加算手当の運用方法を見直し（令和４年10月分～）
・「元気が出る職場づくり」に向け、看護師のほかコメディカル等の処遇改善を実施
　（国の診療報酬改定に対応（令和４年10月～））

Ｂ Ｂ Ｂ

・事務局参与（非常勤職員）の配置
　（他の医療機関での事務長経験者）

１名 継続配置 ⇒ 廃止 ・令和４年度末で廃止 Ｂ Ｂ

・事務職員のプロパー化の推進 ５人 ８人 ９人 10人
・令和６年３月現在：10人体制
・医事業務委託の見直しとあわせ、Ｒ６に向けてさらにプロパー化を推進 Ａ Ｂ Ｂ

・看護職員や診療技術職の経営部門への配置 - 検討 実施 ⇒

・「市立病院職員研修計画」に基づく計画的な人材育成
・「病院経営会議」（令和４年４月設置）への看護職員（看護部長）の参画
・「健診センター」へ診療技術職を配置（事業企画等を担当）（令和４年度～）
・「患者支援センター」へ看護職員を課長職（管理職）で配置（令和４年度～）

Ｂ Ｂ Ｂ

②ボトムアップの組織文化の醸成

・現場レベルでの改善活動・提案の実施 一部 継続実施 ⇒ ⇒

〇各種プロジェクトによる経営改善の推進
・「ＤＰＣ最適化」プロジェクト【増収目標：108,600千円】
　　≪一般病棟入院単価：Ｒ２実績：47,467円⇒目標49,252円（＋1,785円）≫
・「外来機能重点化」プロジェクト【増収目標：182,000千円】
　　≪外来単価：Ｒ２実績12,738円⇒目標13,992円（＋1,254円）≫
・「乳腺外科集患」プロジェクト
　　～乳がんの正しい知識を広め、早期発見・早期治療の大切さを呼びかける。
     （ピンクリボン運動）
　　～乳がん患者獲得を目的とした当院乳腺外科のＰＲを行う。
・未来医療創造基金の活用等に関するアイデアを募集（「ミライのタネ」）
・「プロジェクトＱＱ」による救急患者の積極的な受入れ
※経営改善に向けた重要テーマを設定し、ボトムアップ型で取り組み実施
◆健診メニューの充実（新たなオプションの導入等）
　高機能肺ドック、骨粗しょう症検診、甲状腺エコー検診、前立腺がんドック

Ａ Ａ Ａ
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Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

主要な取組項目

③収益増加策と費用削減策

・ＤＰＣ運用の最適化
　（コーディング精度の向上等）

- 継続実施 ⇒ ⇒

・レセプト精度分析結果を踏まえた改善の実施
・ＤＰＣ分析を行う経営支援システムを導入（令和３年３月）
・ＤＰＣ最適化に向けたプロジェクトチームの立上げ（令和３年５月）
　⇒ベンチマーキングを活用し、コーディング精度、指導料等の算定率を向上
　　（令和４年度以降も病院全体で引き続き推進）

Ｂ Ｂ Ｂ

・委託料の削減
　（Ｒ元年度を基準とし、Ｒ２～Ｒ３で実施）

- △4.4％ △3.1％ △1.5%

・委託料の増加抑制に向けた交渉の実施
　※委託料対医業収益比率
　　令和元年度実績：16.4％⇒令和５年度実績：13.1％
　※仕様の見直し等による削減に向けた交渉・調整を継続的に実施
●令和５年度削減額（令和元年度比）：39,790千円（△4.6％）

Ｂ Ｂ Ｂ

・材料費の増加抑制
　（材料費率の適正管理）

19.2% 15.1% 15.0% 16.2%

・ジェネリック医薬品・低額同等品への切替、診療材料の価格交渉の継続
・ＦＭＳ方式（臨床検査部門）や院外処方推進の継続
　※院外処方率～令和元年度実績：83.4％⇒令和６年３月実績：96.4％
・薬品購入方法の見直しを継続【想定効果額：42,600千円／年】
・外注検査の見直しを継続【想定効果額：4,000千円／年】
●令和５年度材料費率（税込）：16.1％

Ａ Ａ Ａ

(4) 一般会計による公費負担の適正化及び財務基盤の強化

・過去に生じた資金不足に対する支援
　（集中改革期間中の返済猶予）

- 返済猶予 返済準備 返済実施 ・令和５年度から一般会計長期借入金の返済を再開 Ｂ Ｂ

・「減資」及び収支構造の見える化 - 研究 実施 ⇒
・「収支構造の見える化」を進めるため、「減資」を実施（令和４年９月）
・一般会計繰出基準の見直しを実施（令和４年度分から） Ｂ Ｂ Ｂ

(5)広報活動の充実

・診療体制や経営再建の取組についての分かりすい情報提供 - 継続実施 ⇒ ⇒

・経営再建についての意見募集を継続的に実施 （令和４年１月～）
・広報えべつによる情報発信（令和４年６月号からコラム掲載）
・ホームページのリニューアル（令和４年11月）
・ホームページの医師・臨床研修医募集サイトの構築（令和５年３月）
・市長との対話集会で「経営改善の取組」について説明（令和４年10月～11月）
・出前講座の実施（令和４年度:３回実施、令和５年度:１回実施）
・市民参加型イベントを実施（令和５年12月）

Ｃ Ｂ Ｂ
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Ｒ１
基準

Ｒ３
実績

Ｒ４
実績

Ｒ５
目標

令和５年度 第４四半期までの取組状況
Ｒ３
自己
評価

Ｒ４
自己
評価

Ｒ５
自己
評価

主要な取組項目

（前年度比） 892,455 375,816 △ 517,224

・令和４年度【実績】　　：純損益　　 　 551,376千円（①）
・令和５年度【当初計画】：純損益　　　　 34,152千円
・令和５年度【実績】　　：純損益　　　△159,872千円（②）
〇収支改善額【実績】　　：②－① 　　 △711,248千円

Ｂ Ｂ Ｃ

（累計） 1,256,768 1,632,584 1,115,360

・令和２年度【実績】　　：改善額　　　　　　364,313千円（③）
・令和３年度【実績】　　：改善額　　　　　　892,455千円（④）
・令和４年度【実績】　　：改善額　　　　　　375,816千円（⑤）
・令和５年度【実績】    ：改善額　　　　　△711,248千円（⑥）
〇改善額累計【実績】　　：③＋④＋⑤＋⑥　　921,336千円

Ｂ Ｂ Ｃ

※改善額累計【実績】について、令和４年度に実施した一般会計繰出金の見直し（見える化分）の影響額300,064千円を含む。

◎収支改善額（千円）
【上段：前年度比、下段：累計】
  (令和元年度：純損益　△1,081,208千円）
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Ⅰ
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実
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計
画

の
目

的

３
　

実
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計
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の
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間
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推
進
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法

５
　

そ
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踏
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を

取
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。
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評
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評
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画
期

間
と

す
る

江
別

市
立

病
院

経
営

強
化

プ
ラ

ン
を

策
定

し
ま

し
た

。

　
こ

の
実

施
計

画
は

、
江

別
市

立
病

院
経

営
強

化
プ

ラ
ン

に
示

し
た

目
標

指
標

に
つ

い
て

、
各

年
度

の
数

値
目

標
を

定
め

る
と

と
も

に
、
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
取

り
組

み
内

容
や

方
策

を
示

す
も

の
で

す
。

　
こ

の
計

画
は

、
令

和
1
0

年
度

を
目

標
年

次
と

す
る

江
別

市
立

病
院

経
営

強
化

プ
ラ

ン
に

お
け

る
令

和
6

年
度

の
実

施
計

画
で

す
。

－
1
－
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Ⅱ
　

数
値

目
標

１
　

医
療

機
能

や
医

療
の

質
、
連

携
の

強
化

等
に

係
る

数
値

目
標

(1
) 医

療
機

能
に

係
る

も
の

①
救

急
搬

送
患

者
数

・
・
・

3

②
手

術
件

数
・
・
・

3

③
分

娩
件

数
・
・
・

3

④
訪

問
看

護
件

数
・
・
・

4

⑤
化

学
療

法
件

数
・
・
・

4

(２
) 医

療
の

質
に

係
る

も
の

①
入

院
期

間
Ⅱ

以
内

で
の

退
院

・
転

棟
者

割
合

（
D

P
C

病
床

）
・
・
・

4

(３
)連

携
の

強
化

等
に

係
る

も
の

①
紹

介
率

・
・
・

5

②
逆

紹
介

率
・
・
・

5

(４
)そ

の
他

①
健

診
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
健

診
受

診
者

数
（
実

人
員

数
）

・
・
・

5

２
　

経
営

指
標

に
係

る
数

値
目

標

(1
) 収

支
改

善
に

係
る

も
の

①
経

常
収

支
比

率
・
・
・

6

②
修

正
医

業
収

支
比

率
・
・
・

6

(２
)経

費
削

減
に

係
る

も
の

①
職

員
給

与
費

対
医

業
収

益
比

率
・
・
・

6

②
材

料
費

対
医

業
収

益
比

率
・
・
・

7

③
委

託
料

対
医

業
収

益
比

率
・
・
・

7

(３
)収

入
確

保
に

係
る

も
の

①
１
日

当
た

り
入

院
患

者
数

・
・
・

7

②
１
日

当
た

り
外

来
患

者
数

・
・
・

8

③
新

規
入

院
患

者
数

・
・
・

8

④
入

院
診

療
単

価
・
・
・

8

⑤
外

来
診

療
単

価
・
・
・

9

(４
)経

営
の

安
定

性
に

係
る

も
の

①
常

勤
医

師
数

（
正

職
員

及
び

フ
ル

タ
イ

ム
会

計
年

度
任

用
職

員
）

・
・
・

9

②
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
タ

ッ
フ

数
・
・
・

9

③
病

院
採

用
事

務
職

員
数

・
・
・

1
0

④
企

業
債

残
高

・
・
・

1
0

⑤
他

会
計

長
期

借
入

金
残

高
・
・
・

1
0

⑥
一

時
借

入
金

残
高

・
・
・

1
1

⑦
累

積
欠

損
金

・
・
・

1
1

－
2

－
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１
　
医
療
機
能
や
医
療
の
質
、
連
携
の
強
化
等
に
係
る
数
値
目
標

(
1
)
 
医
療
機
能
に
係
る
も
の

№
指
標
№

医
(
1
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
放
射
線
科
、
臨
床
検

査
科
、
看
護
部
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
,
7
0
0
人

中
間

見
直
し

1
,
8
0
0
人

№
指
標
№

医
(
1
)
-
②

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
看
護
部
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
,
7
0
0
件

中
間

見
直
し

2
,
0
0
0
件

№
指
標
№

医
(
1
)
-
③

目
標
指
標

推
進
部
署

産
婦
人
科
、
看
護
部
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

4
5
0
件

中
間

見
直
し

5
0
0
件

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
,
6
0
1
件

救
急
搬
送
患
者
数

実
施
計
画
施
策

備
考

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

◇
江
別
医
師
会
・
市
内
医
療
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
内
科
系
二
次
救
急
輪
番
制
を
推
進
し
、
救

急
医
療
体
制
の
安
定
化
を
図
る

◇
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｑ
²
」
の
取
組
を
継
続
し

救
急
搬
送
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

3

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
妊
婦
に
選
ば
れ
る
病
院
を
目
指
し
「
産
後
マ

マ
食
」
を
導
入
す
る

◇
持
続
的
な
周
産
期
医
療
体
制
の
構
築
に
向
け

て
分
娩
に
係
る
費
用
を
適
正
化
す
る

◇
「
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
指

定
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る

4
8
8
件

1
,
8
2
7
件

1
,
1
3
9
人

手
術
件
数

2

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

1※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

実
施
計
画
施
策

◇
手
術
室
運
営
委
員
会
を
通
じ
て
、
手
術
室
の

効
率
的
な
運
用
を
検
討
す
る

◇
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
紹

介
患
者
を
増
加
さ
せ
手
術
患
者
を
確
保
す
る

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
,
6
7
0
件

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
3
0
件

分
娩
件
数

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す－
3

－

－19－



№
指
標
№

医
(
1
)
-
④

目
標
指
標

推
進
部
署

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

5
,
0
4
0
件

中
間

見
直
し

5
,
4
0
0
件

№
指
標
№

医
(
1
)
-
⑤

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
薬
剤
科
、
看
護
部

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

5
5
0
件

中
間

見
直
し

7
0
0
件

(
2
)
 
医
療
の
質
に
係
る
も
の

№
指
標
№

医
(
2
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
看
護
部
、
患
者
支
援

セ
ン
タ
ー
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

5
8
.
0
%

中
間

見
直
し

6
0
.
0
%

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

訪
問
看
護
件
数

4

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
外
来
部
門
と
連
携
し
慢
性
疾
患
患
者
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
早
期
の
介
入
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
対
象
者
の
増
加
を
図
る

◇
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
棟
部
門
と
連
携
し

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
等
に
取
り
組
む

5
,
1
3
6
件

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
,
7
7
1
件

化
学
療
法
件
数

（
化
学
療
法
無
菌
調
剤
件
数
）

5

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
抗
が
ん
剤
調
整
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
調

剤
業
務
の
安
全
性
向
上
を
図
る

◇
が
ん
患
者
へ
の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
立
上
げ
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る

◇
地
域
の
薬
局
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、

が
ん
化
学
療
法
の
質
向
上
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る

6
8
2
件

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
5
5
0
件

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

入
院
期
間
Ⅱ
以
内
で
の
退
院
・
転
棟
者

割
合
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
床
）

6

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
を
中
心
に
、
各
診

療
科
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
及
び
適
用
を

進
め
る

◇
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
床
の
在
院
日
数
を
適
正
化
す
る
た

め
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
効
果
的
な
利
用
を

進
め
る

5
2
.
0
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
5
7
.
8
%

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す－
4

－

－20－



(
3
)
 
連
携
の
強
化
等
に
係
る
も
の

№
指
標
№

医
(
3
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

2
0
.
0
%

中
間

見
直
し

5
0
.
0
%

№
指
標
№

医
(
3
)
-
②

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
看
護
部
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

2
5
.
0
%

中
間

見
直
し

4
0
.
0
%

(
4
)
 
そ
の
他

№
指
標
№

医
(
4
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

健
診
管
理
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

4
,
8
3
0
人

中
間

見
直
し

6
,
9
0
0
人

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
健
診
受
診
者

数
（
実
人
員
数
）

9

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
受
診
者
の
満
足
度
を
向
上

さ
せ
る
た
め
健
診
オ
プ
シ
ョ
ン
の
充
実
等
に
取

り
組
む

◇
健
診
マ
ス
タ
ー
の
ス
リ
ム
化
な
ど
健
診
業
務

の
効
率
化
を
進
め
る

3
,
6
6
7
人

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
,
3
8
1
人

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
0
.
5
%

逆
紹
介
率

（
地
域
医
療
支
援
病
院
基
準
）

8

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
医
師
・
看
護
部
・
医

事
課
（
医
師
事
務
作
業
補
助
者
）
が
連
携
し
、

逆
紹
介
の
仕
組
み
を
構
築
す
る

◇
「
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関
」
を
目
指
し
、

地
域
の
医
療
・
介
護
機
関
、
市
民
の
理
解
を
得

る
た
め
の
情
報
発
信
・
周
知
活
動
を
進
め
る

1
3
.
3
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
9
.
5
%

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

紹
介
率

（
地
域
医
療
支
援
病
院
基
準
）

7

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
初
診
時
選
定
療
養
費
を
適
正
化
す
る

◇
紹
介
件
数
の
向
上
に
向
け
て
戦
略
的
に
医
療

機
関
訪
問
を
進
め
る

◇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
連
携
医
療
機
関
と
の
情
報

共
有
を
進
め
る

1
0
.
5
%

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
5

－

－21－



２
　
経
営
指
標
に
係
る
数
値
目
標

(
1
)
 
収
支
改
善
に
係
る
も
の

№
指
標
№

経
(
1
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
医
事
課
、
経
営
企
画

課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

9
6
.
6
%

中
間

見
直
し

1
0
6
.
2
%

№
指
標
№

経
(
1
)
-
②

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
医
事
課
、
経
営
企
画

課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

7
9
.
1
%

中
間

見
直
し

8
9
.
3
%

(
2
)
 
経
費
削
減
に
係
る
も
の

№
指
標
№

経
(
2
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
診
療
技
術
部
、
看
護

部
、
医
事
課
、
管
理
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

6
5
.
3
%

中
間

見
直
し

5
8
.
0
%

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

経
常
収
支
比
率

1
0

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
事
業
管
理
者
を
中
心
と
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

強
化
し
収
支
改
善
の
進
捗
管
理
を
徹
底
す
る

◇
各
種
取
組
に
よ
り
収
益
増
加
を
図
る
と
と
も

に
経
費
削
減
を
進
め
る

1
0
6
.
2
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
9
8
.
1
%

修
正
医
業
収
支
比
率

職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
比
率

1
2

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
診
療
体
制
を
適
正
化
し
出
張
医
を
含
む
人
員

配
置
の
最
適
化
を
進
め
る

◇
医
療
技
術
職
、
事
務
職
へ
の
タ
ス
ク
・
シ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
進
め
、
看
護
職
員
の
配
置
を
適
正

化
す
る

5
6
.
3
%

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

1
1

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
事
業
管
理
者
を
中
心
と
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

強
化
し
収
支
改
善
の
進
捗
管
理
を
徹
底
す
る

◇
各
種
取
組
に
よ
り
収
益
増
加
を
図
る
と
と
も

に
経
費
削
減
を
進
め
る

◇
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
基
準
外
繰
入
の

逓
減
に
努
め
る

8
9
.
9
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
7
8
.
9
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
6
4
.
5
%

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
6

－

－22－



№
指
標
№

経
(
2
)
-
②

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
薬
剤
科
、
医
事
課
、

経
営
企
画
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
5
.
5
%

中
間

見
直
し

1
5
.
7
%

№
指
標
№

経
(
2
)
-
③

目
標
指
標

推
進
部
署

医
事
課
、
管
理
課
、
経
営
企
画

課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
3
.
1
%

中
間

見
直
し

1
1
.
2
%

(
3
)
 
収
入
確
保
に
係
る
も
の

№
指
標
№

経
(
3
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
看
護
部
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
9
5
人

中
間

見
直
し

2
1
5
人

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

◇
新
規
入
院
患
者
の
増
加
、
在
院
日
数
の
適
正

管
理
に
努
め
る

1
7
5
人

委
託
料
対
医
業
収
益
比
率

1
4

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
仕
様
の
見
直
し
等
を
実
施
し
委
託
料
の
抑
制

に
努
め
る

◇
医
療
機
器
等
の
保
守
契
約
に
つ
い
て
は
契
約

内
容
の
最
適
化
を
進
め
る

1
2
.
2
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
8
1
人

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
3
.
1
%

１
日
当
た
り
入
院
患
者
数

実
施
計
画
施
策

1
3

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
材
料
費
（
薬
品
費
、
診
療
材
料
費
）
に
つ
い

て
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
購
入
価

格
の
適
正
化
を
進
め
る

◇
後
発
医
薬
品
へ
の
切
替
え
等
を
継
続
的
に
実

施
す
る

1
4
.
2
%

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
5
.
3
%

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

材
料
費
対
医
業
収
益
比
率

1
5

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
7

－

－23－



№
指
標
№

経
(
3
)
-
②

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
看
護
部
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

5
6
8
人

中
間

見
直
し

5
0
0
人

№
指
標
№

経
(
3
)
-
③

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
医
事
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

4
,
7
0
0
人

中
間

見
直
し

5
,
0
0
0
人

№
指
標
№

経
(
3
)
-
④

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
診
療
技
術
部
、
医
事

課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

5
1
,
6
7
3
円

中
間

見
直
し

5
7
,
9
6
5
円

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
8
,
5
4
0
円

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
5
4
7
人

新
規
入
院
患
者
数

入
院
診
療
単
価

1
8

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
一
般
病
棟
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
運
用
の
最
適

化
を
進
め
収
益
性
の
向
上
を
図
る

◇
精
神
病
棟
に
つ
い
て
は
平
均
在
院
日
数
の
適

正
化
を
図
る

◇
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
各
種
加
算
の
算
定
向

上
に
取
り
組
む
（
摂
食
嚥
下
チ
ー
ム
の
立
上
げ

な
ど
）

4
8
,
8
5
2
円

1
7

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｑ
²
」
の
取
組
を
継
続
し

救
急
搬
送
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
新
規
入

院
患
者
を
確
保
す
る

◇
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
紹
介

患
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
新
規
入
院
患
者
を

確
保
す
る

4
,
2
2
9
人

１
日
当
た
り
外
来
患
者
数

1
6

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
専
門
外
来
や
入
院
前
後
の
外
来
な
ど
外
来
機

能
の
重
点
化
を
進
め
る

◇
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
逆
紹

介
を
進
め
る

5
7
1
人

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
,
4
2
4
人

備
考

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
8

－

－24－



№
指
標
№

経
(
3
)
-
⑤

目
標
指
標

推
進
部
署

医
務
局
、
診
療
技
術
部
、
医
事

課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
2
,
9
7
5
円

中
間

見
直
し

1
5
,
3
4
3
円

(
4
)
 
経
営
の
安
定
性
に
係
る
も
の

№
指
標
№

経
(
4
)
-
①

目
標
指
標

推
進
部
署

管
理
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

4
0
人

中
間

見
直
し

4
7
人

№
指
標
№

経
(
4
)
-
②

目
標
指
標

推
進
部
署

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
管

理
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
1
人

中
間

見
直
し

2
0
人

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
0
人

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
0
人

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
数

外
来
診
療
単
価

2
1

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
診
療
報
酬
改
定
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
計
画

的
な
人
材
確
保
に
取
り
組
む

◇
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に
向
け
計
画

的
な
人
材
育
成
に
取
り
組
む

1
0
人

常
勤
医
師
数
（
正
職
員
及
び
フ
ル
タ
イ

ム
会
計
年
度
任
用
職
員
）

2
0

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
未
来
医
療
創
造
基
金
を
活
用
し
た
共
同
研
究

を
進
め
医
育
大
学
と
の
関
係
を
強
化
す
る

◇
人
材
紹
介
会
社
等
を
活
用
し
多
様
な
人
材
の

採
用
に
取
り
組
む

◇
臨
床
研
修
医
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る

3
6
人

1
9

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
在
宅
療
養
指
導
の
充
実
な
ど
外
来
医
療
の
質

向
上
を
図
る

◇
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｒ
Ｉ
な
ど
高
度
医
療
機
器

の
積
極
的
な
活
用
や
、
生
理
機
能
検
査
の
積
極

的
な
実
施
に
努
め
る

◇
人
工
透
析
や
化
学
療
法
な
ど
、
一
定
の
設
備

を
必
要
と
す
る
患
者
の
積
極
的
な
受
入
れ
を
進

め
る

1
3
,
4
1
3
円

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
3
,
1
5
4
円

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
9

－

－25－



№
指
標
№

経
(
4
)
-
③

目
標
指
標

推
進
部
署

医
事
課
、
管
理
課
、
経
営
企
画

課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
2
人

中
間

見
直
し

1
5
人

№
指
標
№

経
(
4
)
-
④

目
標
指
標

推
進
部
署

経
営
企
画
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

4
,
5
8
5
,
1
71

千
円

中
間

見
直
し

3
,
4
0
6
,
2
20

　
　
　
千
円

№
指
標
№

経
(
4
)
-
⑤

目
標
指
標

推
進
部
署

経
営
企
画
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

2
,
1
0
8
,
8
54

千
円

中
間

見
直
し

1
,
9
4
1
,
8
54

　
　
　
千
円

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
2
,
1
5
0
,
5
0
0
千
円

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
5
,
0
1
7
,
6
6
1
千
円

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
1
0
人

企
業
債
残
高

他
会
計
長
期
借
入
金
残
高

2
4

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
健
全
な
財
務
基
盤
の
確
立
に
向
け
、
返
済
金

額
の
平
準
化
を
図
り
計
画
的
に
返
済
を
進
め
る

2
,
2
7
5
,
5
63

　
　
　
千
円

2
3

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
医
療
機
器
の
更
新
や
施
設
整
備
を
計
画
的
に

進
め
な
が
ら
企
業
債
の
圧
縮
に
努
め
る

5
,
1
3
5
,
9
87

　
　
　
千
円

病
院
採
用
事
務
職
員
数

2
2

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
「
事
務
職
の
採
用
及
び
育
成
に
関
す
る
方

針
」
に
基
づ
き
「
経
営
的
な
視
点
で
事
務
部
門

で
の
専
門
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
企
画
調
整
力
を
発
揮
し
て
医
療

職
の
現
場
を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
」
の

育
成
に
取
り
組
む

◇
本
庁
採
用
職
員
と
病
院
採
用
職
員
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
考
慮
し
、
採
用
や
配
置
、
育
成
を

行
う

9
人

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
1
0

－

－26－



№
指
標
№

経
(
4
)
-
⑥

目
標
指
標

推
進
部
署

経
営
企
画
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

1
,
4
0
0
,
0
00

千
円

中
間

見
直
し

9
0
0
,
0
0
0

　
　
千
円

№
指
標
№

経
(
4
)
-
⑦

目
標
指
標

推
進
部
署

経
営
企
画
課

基
準
値

令
和
4
年
度

令
和
6
年
度

令
和
7
年
度

令
和
8
年
度

令
和
9
年
度

令
和
1
0
年
度

7
8
3
,
8
2
1

千
円

中
間

見
直
し

―

※
矢
印
は
現
状
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
4
7
4
,
6
2
6
千
円

累
積
欠
損
金

2
6

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
健
全
な
財
務
基
盤
の
確
立
に
向
け
累
積
欠
損

金
の
早
期
解
消
を
目
指
す

3
1
4
,
7
5
4

　
　
千
円

備
考

【
令
和
５
年
度
実
績
】

　
8
5
0
,
0
0
0
千
円

一
時
借
入
金
残
高

2
5

目
標
値
（
上
段
）
・
実
績
値
（
下
段
）

実
施
計
画
施
策

◇
資
金
面
で
の
安
定
性
を
確
立
す
る
た
め
一
時

借
入
金
残
高
の
圧
縮
に
努
め
る

9
0
0
,
0
0
0

　
　
千
円

※
各
年
度
の

実
績

、
診

療
報

酬
改

定
(
R
6
・

R
8
・

R
1
0
)
、

人
事

院
勧

告
に

よ
る

給
与

改
定

な
ど

を
踏

ま
え

、
年

度
ご

と
の

目
標
を

設
定
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

各
年

度
の

実
績

を
掲

載
し

ま
す

－
1
1
－
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